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８
月
26
日
、
小
瀬
陸
上
競
技
場
で
Ｊ
リ
ー
グ
１
部
︵
Ｊ
１
︶
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
対
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
戦
が
﹁
笛
吹
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
﹂
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
観
戦
に
訪
れ
た
先
着
３
０
０
人
に
ブ
ド
ウ
、
さ
ら
に
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

抽
選
会
で
当
選
し
た
30
人
に
桃
が
笛
吹
市
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
開
始
前
に
は
、
石
和
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
フ
ラ

ッ
グ
を
持
っ
て
選
手
を
先
導
し
、
御
坂
葵
保
育
所
の
園
児
が
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
と

し
て
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
、
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
両
チ
ー
ム
の
選
手
と
一
緒
に
入

場
。
荻
野
市
長
か
ら
両
チ
ー
ム
に
ブ
ド
ウ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
の
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
石
和
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
務
め
ま
し
た
。

　
８
月
26
・
27
日
の
両
日
、
八
代
町
南

の
長
崎
地
区
で
﹁
長
崎
か
か
し
ま
つ
り
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
長
年
続
く
伝
統
行

事
に
な
っ
て
い
て
今
年
で
73
回
目
。
会

場
の
荒
神
堂
広
場
周
辺
に
は
、
地
元
住

民
や
保
育
所
園
児
な
ど
に
よ
る
手
づ
く

り
の
か
か
し
40
体
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、
林
家
木
久
蔵
さ
ん
と
林
家
彦

い
ち
さ
ん
と
の
共
演
﹁
ふ
る
さ
と
・
こ

ど
も
落
語
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
語
を
披
露
し
た
の
は
市
内
の
小
中

高
生
41
人
。
林
家
彦
い
ち
さ
ん
の
指
導

の
も
と
５
月
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
特
産
の

ブ
ド
ウ
や
桃
を
テ
ー
マ
に
し
た
﹁
立
体

落
語
﹂
を
披
露
し
、
会
場
に
詰
め
か
け

た
人
た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
家
木
久
蔵
さ
ん
と
林
家
彦

い
ち
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
巧
み
な
話
芸
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
８
月
12
日
、笛
吹
市
清
流
館
で﹁
第
37
回
石
和
温
泉
柔
道
大
会
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
４
５
０
人
が
参
加
し
、
団
体
戦
と
個
人
戦
を

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

各
部
門
優
勝
者

︻
団
体
の
部
︼

中
学
生
の
部
　
御
坂
中

小
学
生
１
部
︵
５
・
６
年
生
︶
石
和
柔
道
会

小
学
生
２
部
︵
３
・
４
年
生
︶
誠
心
会
敷
島

小
学
生
３
部
︵
１
・
２
年
生
︶
石
和
柔
道
会

︻
個
人
中
学
生
の
部
︼

３
年
生
の
部
　
太
田
龍
希
︵
大
明
見
︶

２
年
生
の
部
　
小
林
　
天
︵
孝
道
塾
︶

１
年
生
の
部
　
吉
原
寛
人
︵
石
和
︶

︻
個
人
小
学
生
の
部
︼

６
年
生
の
部
　
砂
田
勇
登
︵
石
和
︶

５
年
生
の
部
　
小
林
龍
司
︵
初
狩
︶

４
年
生
の
部
　
戸
田
　
徳
︵
月
神
館
︶

３
年
生
の
部
　
楠
　
竜
童
︵
石
和
︶

２
年
生
の
部
　
深
沢
亮
太
︵
龍
心
館
︶

１
年
生
の
部
　
松
島
蘭
丸
︵
初
狩
︶

︻
個
人
女
子
の
部
︼

６
年
生
の
部
　
原
田
真
由
子
︵
初
狩
︶

５
年
生
の
部
　
勝
俣
宏
香
︵
孝
道
塾
︶

４
年
生
の
部
　
浅
川
奈

︵々
孝
道
塾
︶

３
年
生
の
部
　
宮
下
愛
那
︵
ま
る
や
︶

１
・
２
年
生
の
部

　
船
久
保
遥
香
︵
大
明
見
︶

手作りのかかしが並んだ「長崎かかしまつり」

こども落語会に出演した子どもたち

　
８
月
18
日
、
は
な
ぶ
さ
ふ
れ
あ
い
児

童
館
で
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
ま
つ
り
に
は
、
児
童
館
の
利
用
者

や
市
内
の
子
ど
も
た
ち
80
人
が
参
加
。

射
的
や
輪
投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
賞
品
と
し
て
、

児
童
館
の
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

児
童
の
手
作
り
に
よ
る
メ
ダ
ル
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

射的を楽しむ子どもたち

VF甲府の選手と入場する御坂葵保育所の園児

先着300人にブドウがプレゼントされました 熱戦を繰り広げる選手たち

　
８
月
20
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に

﹁
第
２
回
笛
吹
市
長
杯
争
奪
招
待
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
静
岡
、
神
奈
川
、
埼
玉

県
か
ら
３
チ
ー
ム
と
県
内
か
ら
８
チ
ー

ム
が
参
加
。
５
・
６
年
生
の
部
に
分
か

れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
６
年
生
以
下
の
部

優
　
勝
　
下
和
田
︵
大
月
市
︶

準
優
勝
　
新
座
ス
ト
ロ
ン
グ
︵
埼
玉
県
︶

・
５
年
生
以
下
の
部

優
　
勝
　
新
座
ス
ト
ロ
ン
グ

準
優
勝
　
一
宮
︵
笛
吹
市
︶

元気にプレーする子どもたち（5年生以下
の部決勝）
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体験学習に参加した生徒たち

神社大賞に輝いた石原舞さん
　
８
月
16
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
「
第
９
回
小
学
生
囲
碁
・
将
棋

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
大
会
に
は
チ

ビ
ッ
コ
名
人
た
ち
が
多
数
参
加
し
、
自

慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

・
囲
碁
の
部

優
　
勝
　
一
瀬
弘
恵
（
大
里
小
３
年
）

準
優
勝
　
一
瀬
正
悟
（
大
里
小
５
年
）

３
　
位
　
前
島
令
斉
（
韮
崎
小
４
年
）

・
将
棋
の
部（
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
三
宮
朝
陽
（
二
俣
小
１
年
）

準
優
勝
　
吉
村
優
一
（
山
梨
学
院
大
付
属
小
１
年
）

３
　
位
　
坂
本
響
希
（
石
和
富
士
見
小
３
年
）

・
将
棋
の
部（
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
斉
木
和
哉
（
国
母
小
６
年
）

準
優
勝
　
河
野
雅
也
（
甲
運
小
４
年
）

３
　
位
　
雨
宮
耕
基
（
石
和
東
小
５
年
）

県大会準優勝の石和中川チーム 県大会優勝の石和小石和チーム

真剣な表情で対局するチビッコ名人

　
８
月
18
日
か

ら
21
日
の
４
日

間
、
北
海
道
標

津
町
で
「
中
学

生
自
然
体
験
学

習
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学

習
に
は
、
市
内

の
中
学
１
年
生

20
人
が
参
加
。

標
津
町
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
、

標
津
町
エ
コ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、

酪
農
や
漁
業
の
様
子
、
ま
た
自
然
環
境
に
つ
い
て
の

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
９
軒
の
酪
農
家
に
２
〜

３
人
に
分
か
れ
て
民
泊
。
搾
乳
や
子
牛
の
世
話
な
ど

の
体
験
を
と
お
し
て
酪
農
業
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
民
泊
先
の
家
族
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
野
付

半
島
で
は
、
ト
ド
ワ
ラ
や
ナ
ラ
ワ
ラ
、
野
の
花
が
咲

く
野
付
自
然
公
園
を
散
策
し
ま
し
た
。

エントランスに置かれた手作りの土偶

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
手
作
り
の
か
わ
い
ら
し
い
土
偶
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
土
偶
は
、
８
月
９
日
に
行
わ
れ
た

市
民
講
座
（
ス
コ
レ
ー
大
学
）
の
釈
迦
堂
遺
跡
土
偶
作
成
講

座
で
作
製
し
た
も
の
で
、
23
日
に
野
外
で
焼
き
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
は
、
１
１
１
６
体
の
土
偶
が
展
示
さ

れ
て
い
る
博
物
館
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
「
土
偶
の
博
物
館
」
を
象
徴
す
る
も
の
を
市
民
の
手
作

り
で
と
の
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
完
成
し
た
５

体
の
土
偶
は
、
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
置
か
れ
来
場
者

を
お
迎
え
し
ま
す
。
土
偶
は
妊
娠
し
た
女
性
を
表
現
し
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い

て
、
縄
文
人
の
子

孫
繁
栄
を
願
う
祈

り
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
５

体
の
土
偶
に
も
子

宝
に
恵
ま
れ
る
よ

う
な
ご
利
益
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

石原舞さんの作品

　
８
月
24
日
、

第
36
回
蜂
城

山
書
道
展
（
一

宮
町
文
化
協

会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
の
６
５
０
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
特
別
推
薦
に
選
ば
れ
た
方
々
に

蜂
城
山
山
頂
の
蜂
城
天
神
社
で
賞
状
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
社
境
内
に
は
上
位
入
賞
者
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
親
子
連
れ
が
熱
心
に
見

て
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

神
社
大
賞
　
　
　
石
原
　
舞
（
一
宮
中
３
年
）

浅
間
神
社
賞
　
　
深
山
　
梓
（
一
宮
中
２
年
）

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
上
川
元
美
（
一
ノ
宮
）

山
梨
放
送
賞
　
　
辻
　
尚
美
（
一
宮
中
１
年
）

　
８
月
５
日
、
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
を
会
場

に
「
第
２
回
笛
吹
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
18
チ
ー
ム
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
６
チ
ー
ム
・

ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
12
チ
ー
ム
）
が

参
加
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
19
日
に
は
北
杜
市
で
「
第
35
回
山

梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
で
市
代
表

の
石
和
小
石
和
が
優
勝
、
石
和
川
中
島
が
３
位
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
は
市
代
表
の
石
和
中
川
が

決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
惜
し
く
も
抽
選
の
末
に

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

◎
笛
吹
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

　
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
中
川

　
準
優
勝
　
一
宮
中
尾

　
３
　
位
　
御
坂
二
之
宮
・
八
代
北

　
・
ミ
ニ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
小
石
和

　
準
優
勝
　
石
和
川
中
島

　
３
　
位
　
御
坂
蕎
麦
塚
・
一
宮
中
尾

◎
山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

　
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
準
優
勝
　
石
和
中
川

　
・
ミ
ニ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
小
石
和

　
３
　
位
　
石
和
川
中
島

　
７
月
９
日
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で

は
50
万
人
目
の
入
館
者
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

　
記
念
す
べ
き
50
万
人
目
の
入
館
者
は
、

笛
吹
市
在
住
で
石
和
南
小
学
校
６
年
生

の
小
越
真
さ
ん
。
小
越
さ
ん
に
は
、
博

物
館
職
員
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
初
め
て
の
来
館
で
、
記
念
品
を
受

け
取
っ
た
小
越
さ
ん
は
、
「
初
め
て
来

た
の
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
今
度
は
友

達
と
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

花束を受け取る小越真さん
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11月18日（土） 開祭式 午前9時～午前9時30分
境川総合会館
3階大ホール

境川スポーツ
センター体育館

境川総合会館
1階娯楽室

境川総合会館
2階作法室

境川総合会館
1階娯楽室

スコレーセンター
1階集会室

午前10時～午後4時30分
午前��9時～午後3時

午前10時～午後4時

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

午前10時～午前11時30分

午後1時30分～午後5時

午前9時～午後2時

午後2時～午後5時

期　日 催　物 時　間 会　場 内　容

作品展示
華道・書道・陶芸・川柳・短歌・俳句・手芸・写真・絵画・
盆栽・菊・郷土研究・押し花・切り絵

コーラス・マンドリン・三味線・筝曲・邦楽・
軽音楽・民謡等

茶道

煎茶道

舞踊

吟剣詩舞道

11月2日（木）～

11月4日（土）

11月4日（土）

11月5日（日）

作品展示

囲碁大会

表彰式

お茶会

午前9時～午後6時
（4日は、午後3時まで）

午前10時～午後4時

午前10時30分～

午前10時～午後4時30分

午後1時～午後4時30分

午後6時30分～午後9時

スコレーセンター
1・2階和室

スコレーセンター
1階集会室

スコレーセンター
1階ホワイエ

スコレーセンター
1階集会室

スコレーセンター
1階集会室

2階アートギャラリー

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

作品部門では10月13日（金）まで作品募集をしております。

●�応募資格　　　��石和町に在住（勤務）している方　　

●�応募・問合せ先　笛吹市スコレーセンター内生涯学習課地域教育担当　０５５ー２６３ー７９５９

作品出品希望者は10月末日までに下記まで連絡をお願いします。

●�応募先　八代町文化協会　会長　金井�芳智　２６５ー２３２６

華道・絵画・俳句・短歌・川柳・陶芸・盆栽
郷土研究・手芸・彫金

日本刀保存研究・写真・書道

一般参加

文化協会表彰・文化祭優秀作品表彰

茶道

邦楽・三味線・コーラス・マンドリン・舞踊
朗読・詩舞吟詠・石和第5保育所
石和東小学校・石和中学校

スコレーダンス・一般参加�自由

スコレーセンター
1階ホワイエ集会室

芸能
フェスティバル

ダンス
パーティー

10月28日（土）

10月29日（日）

11月11日（土）

開祭式 午前9時～

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

コーラス・舞踊・吟詠・大正琴・民謡

押し花・絵画・華道・郷土研究・古文書・書道・写真
手芸・川柳・短歌・俳句・ちぎり絵・陶芸・版画・盆栽

茶道

菊花

囲碁

社交ダンス

消費生活研究会

御坂西小体育館

芸能発表会 午前9時30分～ 御坂西小体育館

お茶会 午前9時～午後4時 農村センター和室

バザー

作品展示

菊花展

親善囲碁大会

ダンスパーティー

午前10時～

午前9時～

午後7時～

午前9時～午後5時
（29日は、午後3時まで）

午前9時～午後5時
（29日は、午後2時まで）

農村センターロビー

農村センター

西小体育館前

農村センター和室

農村センターホール

11月18日（土）
11月19日（日）

11月18日（土）

11月19日（日）

11月19日（日）

囲碁大会

舞踊

音楽

大正琴
11月18日（土）

11月19日（日）

茶会

お茶会

吟剣詩舞道

10月28日（土）～
10月29日（日）

11月3日（金）

11月3日（金）

開会式典
午前9時～

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

文化協会表彰・芸能発表開会式（コーラス・詩吟・筝曲・舞踊
保育園太鼓部・中学校ブラスバンド・保育園マーチングバンド）

水石・盆栽

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊花・川柳・短歌・俳句・無線クラブ・
福寿会・保育園部会・農業者会議・パッチワーク・ちぎり絵・絵手紙・
クラフト・押花

参加資格
小・中学生を含む町内居住者、勤務者

参加資格
町内居住者（一般・学生を含む）、勤労者

茶道部

いちのみや桃の里
ふれあい文化館多目的ホール

いちのみや桃の里
ふれあい文化館（和室）

いちのみや桃の里
ふれあい文化館（会議室）

いちのみや桃の里
ふれあい文化館（和室）

芸能発表

午前9時～午後3時30分作品展示

午前9時受付
午前9時30分開始囲碁

将棋

お茶会

午前9時～午後4時

午前10時～午後3時

11月3日（金）

いちのみや桃の里ふれあい文化館

いちのみや桃の里スポーツ公園

11月11日（土）～
11月12日（日）

11月下旬

作品展示 午前9時～午後5時

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

俳句、川柳、書道、美術、写真、短歌、華道、陶芸、パッチワーク、
押し花、レザークラフト、フラワーデザイン、絵手紙、ちぎり絵

詩吟、舞踊、コーラス、大正琴、歌謡、ダンス

一般参加　自由

一般参加　自由

一般参加　自由

一般参加・小・中学生　自由

若彦路ふれあいセンター

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

合同発表 午前9時～午後4時

囲碁 午後12時30分開始

茶道

将棋

軽音楽の夕べ

盆栽

午前10時～午後4時

午後1時開始

午後7時予定

午前9時～午後5時

11月11日（土）

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター予定

10月15日（日）

10月27日（金）

10月29日（日）

作品展 午前9時～午後3時

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

盆栽・山野草

絵画・写真・短歌・川柳・郷土研究・さわやか学級

華道

文化祭優秀作品表彰

囲碁・将棋・一般参加

茶道

詩吟・舞踊・民謡・民踊・吟剣詩舞・コーラス
郷土芸能・大正琴・箏曲

あぐり情報ステーション

あぐり情報ステーション1階

あぐり情報ステーション

あぐり情報ステーション1階

福祉会館2階会議室

あぐり情報ステーション
1階ロビー

作品展
午前9時～午後5時

（29日は午後4時まで）

開会セレモニー 午前9時～

囲碁・将棋大会

お茶会

舞台発表

午前10時～午後4時

午後1時～

午前9時～午後4時15分

10月27日（金）～
10月29日（日）

2階会議室農業体験室

10月28日（土）～
10月29日（日）

10月28日（土）

10月29日（日）

10月29日（日）

作品展示
午前9時～午後5時

（29日は午後3時まで）

期　日 催　物 時　間 会　場 部門等

俳句・短歌・川柳・絵画・書道・写真・盆栽・茶道
囲碁・陶芸・手芸・押花・きり絵・煎茶・その他団体

一般参加

詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コーラス・その他団体

文化功労者・文化協会表彰
文化祭優秀作品表彰

一般町民・体協・保育園・小中学校・消防団
朗和会

境川スポーツセンター体育館
及び境川総合会館

境川総合会館

境川スポーツセンター体育館

境川スポーツセンター
グラウンド

囲碁大会 午前9時～午後5時

芸能発表 午後1時～午後3時

表彰式

体育大会

午前11時30分

午前8時～午後3時

10月28日（土）

境川スポーツセンター体育館

～芸術の秋、文化の秋～ 　笛吹市文化協会連合会と笛吹市各地区文化協会では、日頃の文化芸術活動の
発表の場として文化祭を開催します。ご近所お誘い合わせてご来場ください。

10月27日（金）～29日（日）
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緩やかな芦川の流れ緩やかな芦川の流れ

石垣の造形美／新井原

兜造りの民家／鶯宿

　
芦
川
町
は
、
甲
府
盆
地
と
富
士
山
麓

の
中
間
、
御
坂
山
塊
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
黒
岳
（
標
高
１
７
９
２
ⅿ
）
に

源
を
発
す
る
芦
川
の
上
流
に
あ
り
、
総

面
積
の
92
％
は
山
林
、
原
野
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
芦
川
、
新
井
原
、
中

芦
川
、
鶯
宿
の
４
つ
の
集
落
は
概
ね
標

高
６
０
０
ⅿ
〜
１
０
０
０
ⅿ
の
渓
谷
沿

い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
山
間
地
特
有
の
気
候
で
11
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
は
、
各
月
と
も
最
低
気
温

は
氷
点
下
を
記
録
し
、
年
間
平
均
気
温

は
約
10
・
５
℃
で
市
内
の
盆
地
部
と
比

較
し
て
約
５
℃
前
後
低
く
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
芦
川
地
域
と
い
う
と
す
ず
ら

ん
の
群
生
地
。
５
月
中
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
か
け
て
白
樺
林
の
中
で
可
憐
な
花

が
咲
き
、
周
囲
に
心
地
よ
い
香
り
を
漂

わ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
の
斜
面
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
石
垣
と
兜
造
り
の
民
家
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
石
垣
は
、
先
人
た
ち
が
山
地
の
傾
斜

を
何
と
か
利
用
で
き
な
い
か
と
、
少
し

ず
つ
丹
念
に
自
然
石
を
積
み
上
げ
て
は

開
墾
し
た
努
力
の
賜
物
で
、
こ
の
畑
で

高
冷
地
野
菜
と
し
て
ほ
う
れ
ん
草
や
こ

ん
に
ゃ
く
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
垣
に
は
、
洞
穴
が
設
け
ら
れ
て

い
て
作
物
の
貯
蔵
や
農
機
具
の
保
管
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
兜
造
り
の
民
家
は
、
屋
根
が
「
兜
造

り
」
と
い
わ
れ
る
形
式
で
、
養
蚕
の
た

め
に
棟
が
突
き
出
た
も
の
で
あ
り
、
昔

（
昭
和
以
前
）
は
、
50
〜
60
年
に
一
度

の
割
合
で
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
期
に
入
り
手
間
の
煩
雑
さ
な

ど
に
よ
り
茅
の
上
か
ら
ト
タ
ン
葺
き
に

変
え
る
家
が
目
立
ち
は
じ
め
、
昭
和
31

〜
32
年
以
降

屋
根
替
え
の

作
業
は
行
わ

れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
四
季
の
移

ろ
い
を
彩
る

周
囲
の
山
、

緩
や
か
に
流

れ
る
芦
川
、

見
事
な
造
形

美
の
石
垣
、
ど
っ
し
り
と
し
た
家
構
え

の
兜
造
り
の
家
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
」
を
彷
彿

と
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
に
は
、
原
始
時
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
跡
等
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
11
年
３
月
に

中
芦
川
地
区
で
、
農
業
集
落
排
水
汚
水

処
理
施
設
建
設
事
業
に
先
立
ち
、
始
め

て
本
格
的
な
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
の
住
居
址
等
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
畑
を
耕

す
と
土
器
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
平
安
時

代
に
は
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い
た
人
々

が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
大
変

貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

笛吹市男女共同参画委員会

今日も夕食後、笛ちゃんと吹ちゃんはこんな会話をしました。　

ねえ、「輝け男女笛吹プラン」の基本目標　はね、「健康で

安心して暮らせる環境づくり」をあげているわね。重点目標

は４項目あるんだけど、どんなことから取り組んだらいいの

かしら?　私は「市民家庭の日」なんてあったらいいと思うわ。

吹ちゃん：

たとえば家族みんなで食事や団らんの時間をもって、家庭の大切

さやあり方を考えようという日なのよ。山梨県では、明るい家庭

づくりを目的として毎月第1日曜日を「家庭の日」としていて、

家族そろって温かい心のふれあいを呼びかけているんだって。

吹ちゃん：

私が生き甲斐をもって外で仕事ができるのも、家族が

家事を共有しあってお互いに思いやりをもって生活してい

るからよね。でもね、私の友達の中には仕事と子育ての両方を続けていくのが難しいと考え

ている人もいるわ。安心して子どもを産み育てるためには、社会的な支援も必要よね。

吹ちゃん：

へえ、そうなんだね。家庭って身近すぎてその価値を

見失いがちだけど、「市民家庭の日」を設けてあらため

て家族や家庭について考えることも大切だね。

笛ちゃん：

そのとおりだね。たとえば笛吹市ではどんな子育て支援があるんだろう?笛ちゃん：

そうか。いろいろなサービスを有効に活用して、高齢者も、障害を持つ人も、子育て中の人も、

みんなが安心して暮らせるといいね。

笛ちゃん：

「家庭の日」ってなに?笛ちゃん：

笛ちゃん
吹ちゃん

●秘書政策室　経営政策担当　０５５－２６２－４１１１（内線228・229）◎問合せ先

基本目標　����「健康で安心して暮らせる環境づくり」

重 点 目 標 ����1��高齢者や障害を持つ人が安心して暮らせる環境づくり

����������������　　2��安心して子どもを産み育てられる環境づくり

���������������　　�3��心と体の健康づくりの推進

���������������　　�4��明るい豊かな家庭づくりの推進

たとえば乳幼児医療費の助成だけど、市内の医療機関で支払い時に無料になる制度があるわよ。

（国民健康保険加入者のみ）ほかに、子育て中の親子が訪れて遊んだり相談できる催しなどが

いろいろあるよ。
　例）・つどいのひろば（ 月�火�木�金　旧石和保健所2階 ）・ちびっこまつり（11/22スコレセンター）
　　　・ちびっこコンサート（11/9いちのみや桃の里ふれあい文化館）
　　　・きっずいちのみや（10/20オープン　月～金　一宮福祉センター2階）

吹ちゃん：

か
ぶ
と
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秘書政策室　経営政策担当

笛吹市総合計画策定のための

ワークショップ参加者を募集します

　笛吹市では、今後のまちづくりの指針となる「総合計画」の策定に取り組んでいます。

　「総合計画」は合併時に策定された新笛吹市基本計画をもとに、合併後の新たな課題や市民ニー

ズに対応した施策を踏まえた計画とすることが重要であり、また市民の皆さんの生活に直接関

係する福祉や環境保全・都市基盤整備・産業振興・教育など様々な分野にわたる計画です。

　そのため、計画を策定するにあたり、市民の皆さんを参加対象としたワークショップを開

催し、皆さんの意見やアイデアを総合計画に反映させたいと考えています。

　笛吹市の未来に関心があり、まちづくりに意欲のある方々の積極的なご応募をお待ちして

います。

※「ワークショップ」とはグループによる討議や作業を行なう講習会の一種で、
参加者が自由に意見を出し合い、ある目的を達成するための共同作業の場です。
誰でも参加でき、自由な雰囲気で作業を進めていくものです。

◎応募・問合せ先 〒406-8510　笛吹市石和町市部777番地

笛吹市役所　秘書政策室　経営政策担当

TEL�０５５-２６２-４１１１（内線２２８）�����FAX�０５５-２６２-４１１５

E-Mail：seisaku@city.fuefuki. lg. jp

平成18年事業所・企業統計調査

秘書政策室　経営政策担当　０５５－２６２－４１１１（内線２２８・２２９）問 合 せ 先

募 集 人 数

応 募 資 格

応 募 方 法

応 募 期 限

開 催 予 定

30人

市内在住の18歳以上の方で、継続してワークショップに参加できる方

住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業を明記のうえ、郵送・ファック

ス・Eメールなどで秘書政策室まで応募してください。（様式は自由）

なお、応募書類には必ず「総合計画ワークショップの応募」と明記してく

ださい。

平成18年10月20日（金）

11月から5月までの平日夜間・土曜日・日曜日を中心に月1、2回程度を予

定しています。

　９月下旬から事業所や企業に調査員がお伺いし、調査票をお届けしています。

「調査票の記入のしかた」をご覧の上、もれなくご記入ください。

　１０月１日以降調査員が受け取りに伺います。どうぞご協力をお願いします。

● ● ● 　 ● ● ● 　 ● ● ● 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　
　

　
　

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●●●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
●

　
●

●
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◎問合せ先 ●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

ごみ減量課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所
●芦 川 支 所

住 民 課
住 民 課
住 民 課
地域住民課

055－265－2111
055－266－2111
0553－26－3111
055－298－2111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）

フリーマーケット
のお知らせ
フリーマーケット
のお知らせ

広報９月号でお知らせしたフリーマーケットは下

記のとおり会場・時間が変更になりました。

担当者から

　蛍光灯は割ってしまうと単なる

粗大ごみになってしまいます。

　処理のコストを考慮すると、現在

では割ってしまえば埋め立てるし

か処理の方法がありません。

　割らずに回収すれば良質なガラ

スや蛍光粉がまた蛍光灯やその他

の資源として生まれ変わってリサ

イクルする事ができます。

皆様の協力をお願いいたします。

　蛍光灯は割ってしまうと単なる

粗大ごみになってしまいます。

　処理のコストを考慮すると、現在

では割ってしまえば埋め立てるし

か処理の方法がありません。

　割らずに回収すれば良質なガラ

スや水銀がまた蛍光灯やその他の

資源として生まれ変わってリサイ

クルする事ができます。

皆様の協力をお願いいたします。

★日　　時　平成18年10月22日（日）雨天中止

　　　　　　午前10時15分～午後２時30分まで

★場　　所　スコレーパリオ東側駐車場

★出店方法　①事前に出店願いを出し許可証を受取ってくだ

　　　　　　　さい。

　　　　　　②商品は自分で持ち込み、価格をつけて販売し

　　　　　　　ます。売れ残った商品は持ち帰ってください。

　　　　　　③出店手数料は無料です。

★販 売 例　衣類・書籍・自転車・日用品・漫画本・スポーツ用品等

★問合せ先　笛吹市役所�ごみ減量課　TEL055―262―4111

※なお、笛吹市在住の方で先着60人とさせていただきます。
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市民環境部　市民課

結婚相談所をご利用ください
　人生の大切なパートナーを探すため、結婚相談員が親身になって相談に応じます。

　相談日には、2～3名の相談員が担当しますので、お気軽にお出かけください。

特設行政相談所を開設します
　秋の行政相談週間行事の一環として特設行政相談所を開設します。

　行政サービスに関する相談や行政の仕組みや手続きに関する相談を行政相談委員が受け付けます。

　お気軽にお越しください。

　相談は無料で、秘密は守られます。

行政相談委員

場　所

日　時

笛吹市役所�３階第３会議室

平成18年10月16日（月）　午後1時30分から3時30分まで

氏　名 住　所 電話番号

長　澤　宏　昌

長　沼　佳　子

原　田　正　明

矢　　　忠　義

宮　川　　　洋

原　田　好　文

野　澤　正　孝

石和町市部

御坂町井之上

一宮町国分

八代町永井

境川町石橋

春日居町下岩下

芦川町中芦川

０５５-２６２-２８４６

０５５-２６２-６１８３

０５５３-４７-１８７７

０５５-２６５-２０９２

０５５-２６６-２１２０

０５５３-２６-２３００

０５５-２９８-２１０１

午後1時30分

～4時

午後1時30分

���～4時

ス コ レ ー セ ン タ ー

1 階 第 1 会 議 室

6

20

10

17

1

15

日

日

日

日

日

日

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

10

11

12

月

月

月

12

26

2

16

2

16

日

日

日

日

日

日

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

1

2

3

月

月

月

【開設日程】

【笛吹市相談員】 �（敬称略）

窪　田　公太郎

深　澤　　　桂

荻　野　禎　三

三　枝　國　夫

内　藤　昭　二

中　村　一　恵

雨　宮　茂　代

長　沼　敬　人

河　野　幸　子

小　林　昭　悟

石和町市部

石和町下平井

石和町東高橋

石和町松本

一宮町新巻

一宮町北都塚

一宮町下矢作

御坂町井之上

御坂町夏目原

御坂町下野原

055-262-3870�

055-263-5571�

055-262-4061�

055-262-4357�

0553-47-0372�

0553-47-0735�

0553-47-1707�

055-262-6183�

055-262-3035�

055-262-6327�

相　澤　正　子

石　原　カイ子

風　間　幸　雄

仲　村　公　仁

中　村　桂　子

　　野　数　雄

小　川　美　彦

樋　川　たか子

久保田　眞　五

八代町南

八代町奈良原

八代町高家

境川町前間田

境川町大窪

境川町藤垈

春日居町熊野堂

春日居町熊野堂

春日居町小松

055-265-2303�

055-265-2948�

055-265-2309�

055-266-4467�

055-266-2010�

055-266-4791�

0553-26-2420�

0553-26-2824�

0553-26-3080�

氏　名

月 日・曜日 場　所 時　間 月 日・曜日 場　所 時　間

住　所 電話番号 氏　名 住　所 電話番号

◎問合せ先 ●市民環境部　市民課　０５５－２６２－４１１１（内線１１５）

◎問合せ先 ●市民環境部　市民課　０５５－２６２－４１１１（内線１１５）

スコレーパリオふれあいルーム

ス コ レ ー セ ン タ ー
1 階 第 1 会 議 室

スコレーパリオふれあいルーム

ス コ レ ー セ ン タ ー
1 階 第 1 会 議 室

市民環境部　国民健康保険課

◎問合せ先 ●市民環境部　国民健康保険課　０５５－２６２－４１１１（内線１２１・１２５）

負担割合
現在２割負担の方 ⇒３割負担

現在１割負担の方 ⇒ 変更ありません

10月1日から

【国民健康保険高齢受給者証（水色の受給者証）をお持ちの方】

【老人医療受給者証をお持ちの方】

高 額 療 養 費 の 自 己 負 担 限 度 額 が 変 わ り ま す

○現在お持ちの受給者証は、有効期限が平成18年9月30日となっていますので、10月以降は使用

できません。

○新しい受給者証は9月下旬に郵送しますので、10月以降は新しい受給者証をご使用ください。

○現在お持ちの受給者証が引き続き使用できます。

○医療受給者証には「 3割（ 平成18年9月30日までは2割 ）」と、自己負担の割合が記載されています。

○10月以降も保険証・健康手帳と一緒に、忘れずに提出しましょう。

※現在、自己負担割合が1割の方は10月以降も負担割合は変わりませんので、引き続き現在お持ち
の受給者証をご使用ください。

　同じ人が同じ月内に、同じ医療機関に支払った自己負担額（食事代等の保険診療外は除く）の合

計が上限を超えた場合、超えた分は高額療養費として支給されます。

　今回はその上限額が変更になりました。10月以降は新しい上限額で計算し、高額療養費支給対

象者には個別に通知します。

　世帯の所得区分が「上位所得者」の方は限度額が『2万円』となります。今後は受給者証に自己

負担限度額が表示されます。新しい受給者証は郵送でお送りしますので、10月1日以降は新しい受

給者証をお使いください。

70歳以上の国保加入者・老人保健で
医療を受けている皆さんは

医療費の自己負担割合が変わります

国民健康保険特定疾病療養受給者証を使用して
医療を受けている方の自己負担限度額が変わります
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総務部　税務課

新築・増築・滅失した家屋についてのお願い

◎問合せ先

　家屋を新築・増築・滅失した時には、「家屋新築・増築・滅失申告書」を提出してください。
　提出されないと、「賦課期日（１月１日）に家屋が存在するのに、評価証明が発行できない」とか、
「家屋が存在しないのに課税されてしまう」といったことが起こってしまいます。
　市では、提出された申告書に基づき、新増築の家屋評価および滅失家屋の現地確認を行い、固定資産
課税台帳への登録および削除を行います。
　なお、プレハブの車庫、物置なども課税対象になりますので、お忘れないように申告書の提出をお
願いいたします。また、滅失する家屋が登記されている場合は、法務局で滅失登記をするようにして
ください。

●総務部　税務課　資産税担当　０５５－２６２－４１１１（内線１３１～１３３）

対 象

提 出 期 限

提 出 書 類

平成18年1月2日～平成19年1月1日に新築・増築・滅失した（又は予定）の家屋

平成18年11月末日

市役所本庁税務課又は各支所地域課に備え付けの「家屋新築・増築・滅失申告書」

に必要事項を記入し提出してください。

開設日 開設場所 時　間 相　談　員

10月25日（水） 民生委員・弁護士・行政相談委員

11月22日（水） 民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

12月27日（水） 民生委員・弁護士・行政相談委員

10月12日（木） 民生委員・弁護士・消費生活相談員・行政相談委員

11月 9日（木） 民生委員・社会保険労務士・行政相談委員

12月14日（木） 民生委員・弁護士・行政相談委員

10月18日（水） 社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

11月15日（水） 弁護士・消費生活相談員・行政相談委員

12月20日（水） 司法書士・行政相談委員

10月11日（水） 民生委員・弁護士・行政相談委員

11月 8日（水） 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

12月13日（水） 民生委員・弁護士・行政相談委員

10月19日（木） 民生委員・社会保険労務士・行政相談委員

11月16日（木） 坊ケ峯ふれあいセンター 民生委員・弁護士・行政相談委員

12月21日（木）

八代福祉センター

一宮福祉センター

御坂福祉センター

笛吹市スコレーパリオ
午後1時30分

　～3時30分

午後1時30分

　～3時30分

午後1時30分

　～3時30分

午後1時30分

　～3時30分

午後1時30分

　～3時30分

午後1時30分

　～3時30分

民生委員・社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

10月 5日（木） 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

11月 2日（木） 春日居福祉会館 民生委員・弁護士・行政相談委員

12月 7日（木） 民生委員・社会保険労務士・行政相談委員

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

＊できる限り事前にご予約ください。予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・各支所どちらでも結構です。

笛吹市社会福祉協議会　０５５－２６５－５１８２

同�石和支所�055－262－1267　　同�御坂支所�055－263－0848　　同�一 宮 支 所�0553－47－2288

同�八代支所�055－265－2240　　同�境川支所�055－266－5911　　同�春日居支所�0553－26－3667

同�芦川支所�055－298－2170

【開設日程】

【相談内容】 ○専門家による相談

○相談員による相談 心 配 ご と 相 談
人 権 相 談
行 政 相 談
消 費 生 活 相 談

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

民生委員・児童委員が福祉に関する相談に応じます。
人権擁護委員が人権にかかわる相談に応じます。
行政相談委員が行政機関に関する相談に応じます。
消費生活相談員が消費生活にかかる相談に応じます。

弁護士・司法書士・社会保険労務士が相談に応じます。

【問合せ先】

産業経済部　農政課

野生きのこ鑑定会のお知らせ!

農業委員会

農地の転用には許可が必要です!!

　今年もきのこの季節がやってきました!

　峡東林務環境事務所では、県産材を利用した「杜の交流館」にて、野生きのこの見分け方や、

毒きのこについて等、「山梨のきのこ」の著者である、柴田　尚�研究員を招いて「野生きのこ鑑定会」

を実施します。

　当日はきのこの採取は行いませんので、採取したきのこがあれば、ぜひお持ちください。昨年は

51種類のきのこが集まりました。なお、参加申し込みの必要はありません。

●山梨県峡東林務環境事務所

��森づくり推進課　林業自然保護担当（小松澤・本多）　０５５３-２０-２７２２

◎問合せ先

HP：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kt-rinmuk/index.html

●農業委員会　０５５-２６２-４１１１（内線２３５・２３６）◎問合せ先

●まず農用地区域から除外されていることを確認しましょう

　該当農地が、農業振興地域における農用地区域にある場合は転用できません。

●違反転用者には法律により罰則が適用されます

　許可を受けないで無断で農地を転用した場合には、農地法に違反することになり、工事の中止や

現状回復等の命令や法に基づく罰則が適用されることもありますのでご注意ください。

●適正な農地管理をお願いします

　農地の遊休化は、雑草の繁茂、病虫害の発生など周囲の環境へ悪影響をおよぼします。定期的な

除草や病虫害防止の消毒の実施など、適正な農地管理を行ってください。また、農地造成を行う場

合は耕作に適さない残土を投棄されてしまった、というような被害に遭わないためにも慎重に行い

ましょう。

●農地転用の許可手続き、農地等に関する証明については農業委員会へお問い合わせをお願

いします

　農地に家や倉庫を建てたり、駐車場や資材置場として利用したりする場合は、農地法に基づく許可

を受けなければなりません。

　（一時的に農地以外として使用する場合や、長期にわたる客土等を行う場合も一時転用の許可が必

要となります）

日 時

場 所

内 容

講 師

そ の 他

平成18年10月3日（火）　午前10時～午後2時まで

甲州市塩山赤尾字相之田453-1　杜の交流館（峡東森林組合）��０５５３-３３-２９０１

午前10時～午前11時　研修室にて講習会

午前11時～午後��2時　建物脇駐車場にて鑑定会

山梨県森林総合研究所　柴田　尚�研究員

きのこ汁サービス!!（数に限りがあります）や、地元産しいたけの即売も行います。また、

森のプロによる森林施業相談コーナーもあります。
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保健福祉部　福祉総務課

保健福祉部　児童課

重度心身障害者医療費助成金受給者証更新のお知らせ

保健福祉部　高齢福祉課

在宅ねたきり高齢者等に紙おむつ費用を助成します
申請期間　１０月２日（月）～１０月１６日（月）

◎問合せ先

◎問合せ先

保健福祉部　健康づくり課

乳幼児予防接種通知対象者

教育委員会　学校教育課

平成１９年度�就学児童健康診断のお知らせ

◎問合せ先

◎問合せ先

◎問合せ先

０５５－２６５－２１１１
０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

● 八 代 支 所 健 康 福 祉 課
● 境 川 支 所 健 康 福 祉 課
●春日居支所健康福祉課
● 芦 川 支 所 地 域 住 民 課

０５５－２６１－１９０１
０５５－２６２－２２７１
０５５３－４７－１１１１

●保健福祉部健康づくり課
● 御 坂 支 所 健 康 福 祉 課
● 一 宮 支 所 健 康 福 祉 課

　現在お持ちの「重度心身障害者医療費助成金受給者証」は平成18年10月31日をもって、有効期間が
満了となります。
　このため、下記のとおり更新の受付を行いますので、現在重度医療を受給している方は更新の申請
を行ってください。

■受付期間
平成18年10月2日（月）～平成18年10月31日（火）

■申請場所
保健福祉部福祉総務課（福祉事務所）・各支所

■持参するもの
○身体障害者手帳・療育手帳・障害基礎年金証書・精神障害者保健福祉手帳・特別児童扶養手当証書
　のうち該当するもの
○医療保険証（老人医療受給者は受給者証を同時持参のこと）
○印鑑
○平成18年1月1日に笛吹市内に住所を有しなかった人については、前住所地での世帯全員分の所得課
　税証明

１０月２日（月）オープン
笛吹市子育て支援センター「きっずいちのみや」

　笛吹市子育て支援センター「きっずいちのみや」は、地域の子育て家庭に対する育児支援を行います。
　子育て中の親子が気軽に来て、遊んだり、おしゃべりを楽しんだり、子育て仲間との出会いなどの
場を提供します。

■どんなところ
○ 子育てに必要な情報提供��○ 子育て不安等についての相談��○ 子育てサークル、子育てボランティアの育成・支援

■利用案内
○場　　所　笛吹市一宮町末木８３９－１　一宮福祉センター２階（YLO会館）
�　　　　　�☎�０５５３－４７－１３４５
○利　用　日　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）※ただし、第２月曜日～金曜日、午前１０時３０分～１２時はサークル活動
○利用時間　午前９時～午後５時
○対　象　者　市内在住の未就学児童及びその保護者

　下記のイベントを予定しています。くわしくは、10月
中旬以降にパンフレットを本庁・各支所・図書館それぞ
れに用意しますので、ご覧ください。

期日　平成１８年１１月９日（木）
場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館

期日　平成１８年１１月２２日（水）
場所　笛吹市スコレーセンター

●ちびっこコンサート ●ちびっこ祭り

　在宅寝たきり高齢者に対して、紙おむつ費用の一部を助成します。
　申請期間は、１０月２日から１６日までとなっていますので、お忘れのないように申請してください。

■ 対象期間　平成１８年４月１日から９月３０日までの前期分
■ 助成金額　１カ月　４，０００円
■ 申請方法　申請には、紙おむつの領収書（日付、品名、金額が明記されているものであればレシートでも結構で
　 　　　　　す）の添付をお願いします。
　 　　　　　なお、すでに登録申請されている方には、課税状況を確認し対象者には申請書を郵送します。
■ そ　の　他　申請方法やくわしい内容についてのお問い合わせは下記までお願いします。

　平成１９年４月に小学校へ入学する児童（平成１２年４月２日生～平成１３年４月１日生）を対象に健康診断を行
います。下表のとおり３日に分けて実施します。
　なお、保護者には通知しますが、１０月３日頃までに通知が届かないとき、また内容等ご不明の場合は下記にご連
絡ください。

■日程

石和南小学校入学予定児童� １２時５０分～１３時２０分
石和東小学校入学予定児童� １３時２０分～１３時３５分
石和北小学校入学予定児童� １３時３５分～１３時５５分
富士見小学校入学予定児童� １３時５５分～１４時２０分
石和西小学校入学予定児童� １２時５０分～１３時１５分
春日居小学校入学予定児童� １３時１５分～１３時４５分
一宮西小学校入学予定児童� １３時４５分～１４時０５分
一宮南小学校入学予定児童� １４時０５分～１４時２０分
一宮北小学校入学予定児童� １４時２０分～１４時３０分
御坂西小学校入学予定児童� １２時５０分～１３時３０分
御坂東小学校入学予定児童� １３時３０分～１３時３５分
芦川小学校入学予定児童� １３時３５分～１３時４０分
八代小学校入学予定児童� １３時４０分～１４時１５分
境川小学校入学予定児童� １４時１５分～１４時３５分

平成１８年１０月１９日（木）

平成１８年１０月２６日（木）

■実施場所
笛吹市八代総合会館
（笛吹市八代町南５２７）
０５５－２６５－４０１１

平成１８年１０月１２日（木）

実施日 対象者 受付時間

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合Ⅰ期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�Ⅰ期

二 種 混 合 Ⅱ 期
（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ ・ Ⅱ 期

予防接種名 通知対象者

＊対象者には、予診票、契約医療機関等の詳しい
お知らせをします。接種時期等の内容をよく確
認し契約医療機関にて予防接種を受けてください。
��������������������������������

＊他市町村より転入してきた方、予診票のない方、
有効期限切れの方はお住まいの地域の下記連絡先
までお問い合わせください。

平成18年 7月生まれ

平成17年10月生まれ

平成 7年10月生まれ

現在見合わせています

●保健福祉部　福祉総務課　０５５－２６２－１２７１（内線１２４～１２６）

●保健福祉部��児童課��０５５－２６１－１９０４

●保健福祉部　高齢福祉課　高齢福祉担当　　０５５－２６１－１９０２
●各支所の健康福祉課・芦川支所地域住民課

●教育委員会��学校教育課��学務担当
０５５－２６５－４８５１（直通）
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建設部　まちづくり整備課

春日居町駅周辺整備について
　春日居町駅周辺整備を、平成16年度から平成18年度でまちづくり交付金事業として実施しています。

今年度が最終年度であるため、事後評価原案を作成しましたので閲覧することができます。

○閲覧期間
　平成18年10月17日（火）～30日（月）まで（土・日曜日は除く。）

○閲覧場所
　市役所八代分庁舎　建設部　まちづくり整備課
　市役所春日居支所　住民課

●建設部　まちづくり整備課　０５５－２６５－４７６２（担当　松岡・望月）
●春日居支所　住民課　　　　０５５３－２６－３１１１（担当　角田）

◎問合せ先

●公営企業部　水道業務課　０５５３－２６－５５４６◎問合せ先

公営企業部　水道業務課

水道の漏水（水漏れ）にご注意を!
●漏水は大きな無駄
　「蛇口を閉めても水が流れている」「トイレの水が止まらない」「地中や壁中で水道管が破
裂している」、このような水漏れ状態が漏水です。
　漏水は、はじめのうちはわずかでも、日ごとに多くなり貴重な水が無駄になるばかりでな
く料金も高額になります。
　ご家庭の水道設備はご使用者又は所有者の責任で管理していただくものです。たとえ、漏
水があったとしても、水道メーターで計量した水量に対する料金はお支払いいただくこと
になりますので、日頃から水道設備の管理と漏水のチェックをお願いします。

●漏水の見つけ方
　漏水点検は水道メーターで簡単にできます。
　水道メーターの文字盤にある銀色の円盤（パイロット）は、少量
の水が流れても回るようになっています。水道を使っていないのに、
パイロットが回っていたら、どこかで漏水している可能性があり
ます。
　漏水を発見したら早急に漏水箇所の調査、修理をしてください。
　※修理は笛吹市水道工事指定店で取り扱っています。

●水道料金の減額
　お客様が充分に注意を払っていても気がつかないうちに漏水
していることもあります。
　このような場合は水道料金の一部を減額する制度があります
ので、お早めに市役所水道担当にご相談ください。

パイロット

●建設部　土木課　総務担当　０５５－２６５－４７６１（内線�１１３・１１４）

建設部　土木課

わが家の耐震診断を受けてみませんか

◎問合せ先

　市では、住宅の地震に対する危険性への意識の啓発と家の耐震性を知り住宅の耐震化を促進するため、
木造個人住宅の耐震診断事業を実施します。

　本市は、大規模地震対策特別措置法に基づく東海地震が発生した場合に著しい地震災害が予想される
地域として、『地震防災対策強化地域』に指定されています。

人が健康診断をするように

　　家の耐震診断もしましょう

　　　　診断費用は、市が全額負担します。

木造個人住宅耐震診断の実施について

1 耐震診断対象住宅（次の条件をすべて満たす住宅）

　①�昭和56年5月31日以前に着工された住宅
　���（昭和56年6月1日以降に増築を行った場合も可能です。）

　②�木造在来工法で建てられた2階建て以下の住宅
　���（プレハブ工法、ツーバイフォー工法等は対象外です。）

　③�長屋及び共同住宅以外のもの

　④�併用住宅の場合は、延床面積の2分の1以上が住宅として使用されている住宅

　⑤�市内に住所を有する方が所有し、かつ居住している住宅
　���（複数の住宅を所有している方は、主に居住している1棟を対象にします。）

2 耐震診断費用
耐震診断にかかる費用は、市が全額負担します。

3 調査・診断の概要

4 耐震診断結果
　（社）山梨県建築士事務所協会で組織する耐震判定会で審査されたあと、市から耐震診断申込者に
報告します。

5 申込期間
平成18年10月10日（火）～平成18年10月20日（金）まで

6 申込方法
　申込書は、笛吹市役所八代分庁舎建設部土木課及び各支所に備えてあります。
　必要事項を記入し、申込期間内に笛吹市役所八代分庁舎建設部土木課及び各支所へ提出してください。

（耐震診断申し込み者が多数の場合は抽選となる場合があります。）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（オ）

今回の耐震診断は、「山梨県木造住宅耐震診断マニュアル」（簡易な耐震診断）により行います。

市が委託した「耐震診断技術者」が診断住宅に伺い、住宅調査を行います。（調査住宅の内外に
立ち入ることに承諾していただくことが条件となります。）

調査は、目視調査が原則です。しかし、所有者の承諾を頂き、必要最低限の範囲で調査の障害と
なるものの撤去等をさせていただく場合があります。

建築設計図書、建築確認図書又は住宅金融公庫審査書類等がある場合は、提示をしていただき
ます。

耐震診断技術者が、建築時期や修繕及び地盤等の様子などをお聞きします。

※なお、木造個人住宅の耐震改修についても、補助金制度があり、上記耐震診断または同基準による耐震診断が必須�
　となりますので、住宅の耐震改修を考えている方は、下記まで問い合わせください。
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公営企業部　下水道課

下水道使用料金にかかわる井戸利用人数の届出について

◎問合せ先 ●公営企業部　下水道課　総務担当　０５５３-２６-５５４７

下水道事業受益者負担金
　分割納付から一括納付に変更できます

受益者に変更があった場合は届出を

　現在、下水道を利用されている方の中で、

井戸を利用されている方【計量装置（井戸メー

ター）を設置されている方は対象外です】は、

転居（転出）などの人数増減により、下水

道使用料金が変わります。

　つきましては、対象者の方で人数変更が

ある場合は、随時、変更届を下水道課まで

提出してください。

　なお、変更届の書類は、下水道課及び各

支所住民課に準備してあります。

　また、不明な点がありましたら、お問い

合わせをお願いします。

（注意）

・就学前の子供も家族構成人数に入ります。

・井戸を廃止する場合も、事前に下水道課までご連絡ください。

・芦川地区にお住まいの方は、対象外です。

■分割納付から一括納付への変更

　分割納付の場合は年に4回支払いをしなければな

らず報奨金もありませんが、一括納付の場合はま

とめてお支払いをしていただくため報奨金がつき

ますので、積極的にご利用ください。

　ただし、変更する場合には下記の条件を満たし

ている方になりますので、ご注意ください。

■変更できる条件

（1）過年分に未納がない方

　平成19年度以降の受益者負担金の支払いを

一括で納付希望する場合は、平成18年度分を

含む過去に未納がない方に限られます。

　また、「支払ってあるかどうかが心配・・・」

などご不明な方は、下水道課までお問い合わ

せください。

（2）6月1日～14日までの間に完納できる方

　一括納付の場合は納付期間が6月1日～14日ま

でとなっています。1日でも過ぎると、報奨金

のつかない分割納付扱いとなりますので、一括

納付を希望された方は6月14日までにお支払を

お願いします。

■変更手続方法

　手続きは電話でできますので、公営企業部下水道課

まで連絡をお願いします。その際、お名前や通知書番

号（もしくは受益者番号）、また過去に未納がないかど

うかを確認させていただきますので、ご了承ください。

現在、お支払い中である受益者負担金の納付方法を、分割納付から一括納付に変更できます。

　受益者に下記のような変更があった場合は、必ず届け出をお願いします。

　届け出がない場合、通知が届かなかったり旧受益者に負担金がかかったりするなど、受益者の皆さんに迷

惑がかかりますので、届け出は必ずお願いします。

　受益者決定後、負担金納付の途中で売買・その他の事由により受益者に変更があった場合は、新しい受益

者が旧の受益者の負担金納付を引き継いでいただきます。

　この届け出がない場合、旧の受益者に負担金がかかることになりますので、必ず届け出をお願いします。

　なお、届出書は下水道課および各支所住民課に準備してあります。不明な点がありましたらお問い合わせ

をお願いします。

①井戸のみの認定水量
　1カ月あたり1人7㎥×家族構成人数×2カ月分

②井戸と水道の併用の場合の水量計算
　水道水量（検針水量）+（井戸のみ認定水量÷2）

※ただし、①の水量が②の水量より多い場合は、

①の水量となります。

〈水量の計算方法〉

「下水道事業受益者（納付管理人）住所（居所・事務所）変更届」

「下水道事業受益者異動届出書」

住 所 が 変 わ っ た 場 合

受 益 者 が 変 わ っ た 場 合

①

②

⇒

⇒

平成18年度「分割支払の
納付期限日一覧表」

第3期

第4期

第3期

第4期

10月31日

12月28日

10月25日

12月25日
窓口納期 口座振替日

No.22

『
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
』

笛吹警察署　055－262－0110　　日下部警察署　0553－22－0110
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※金額は税抜き価格です。

件　　　名 場　所 予定価格（円） 決定額（円） 決定業者 入札日

笛吹市�地内

春日居町鎮目

八代町竹居

一宮町国分

一宮町東原

八代町高家・岡

石和町広瀬

春日居町加茂

一宮町小城

一宮町末木

一宮町竹原田

石和町小石和・河内

境川町中西原

境川町中西原

春日居町鎮目

石和町松本

石和町四日市場

石和町松本

石和町小石和

石和町小石和

石和町向田

境川町大窪

御坂町成田

御坂町上黒駒

八代町岡

御坂町下野原

石和町小石和

石和町市部

御坂町国衙

33,000,000

930,000

1,400,000

1,510,000

630,000

5,150,000

6,850,000

7,000,000

7,900,000

11,700,000

15,200,000

31,500,000

43,350,000

46,000,000

660,000

2,050,000

4,600,000

16,700,000

3,100,000

30,000,000

26,300,000

25,200,000

21,400,000

11,600,000

7,890,000

3,570,000

1,340,000

3,690,000

4,520,000

19,790,000

840,000

1,349,000

1,420,000

570,000

5,000,000

6,550,000

5,990,000

7,200,000

9,300,000

14,200,000

23,490,000

39,800,000

44,650,000

590,000

1,900,000

4,500,000

15,850,000

2,480,000

28,900,000

19,460,000

24,400,000

19,400,000

11,200,000

7,300,000

3,460,000

1,270,000

3,470,000

4,290,000

平成18年8月9日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成18年8月23日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

㈱ブレーンズ

㈲宮下測量

長坂設計一級建築士事務所

昭和測量㈱　峡東支店

㈱カワイ

㈱日昇建設

中央道路㈱

㈱岡工務所

㈲桃李

㈱前島建設

武藤工業㈱

㈱須田組

㈱中村工務店

㈱宮川工務所

㈲宮下測量

昭和測量㈱　峡東支店

㈱拓甲建設　笛吹支店

長田組土木㈱　笛吹営業所

芝垣工務所

㈱栗田工業

矢崎興業㈱

㈱中村工務店

㈱飯塚工業

㈱日工建設

㈲石倉興業

㈱ホンケン

㈲近藤設備工業

㈲杉山管工業

㈲ツチヤ設備

事業認可設計及び申請図書作成業務委託

市道春日居3-298・3-300号線測量設計業務委託

笛吹市消防団八代分団第8部拠点施設新設工事にかかる実施設計及び監理業務委託

建物調査業務委託（国分寺跡）

建物調査業務委託（国分尼寺跡）

舗装本復旧工事第4工区（八代）

市道石和5号線舗装工事

市道春日居3-190号線改修工事

小城農道改良工事

市道一宮1-17号線側溝改修工事

市道一宮1-1号線側溝改修工事

下水道管渠布設工事第11工区（石和）

中西原農道整備工事（2工区）

中西原農道整備工事（3工区）

鎮目水路改修用地測量業務委託

平成18年度街区画地確定測設測量（その2）業務委託

舗装本復旧工事第6工区（石和）

石和温泉駅前広場西側電線共同溝工事

BDF製造装置設置倉庫建設工事

下水道管渠布設工事第12工区（石和）

下水道管渠布設工事第19工区（石和）

下水道管渠布設工事第22工区（境川）

市道御坂940号線改良工事

上黒駒地区水路改修工事（2工区）

下水道管渠布設工事第18工区（八代）

市道御坂13号線取付水路改修工事

公共下水道工事に伴う市道石和420号線配水管仮設工事

市部通り拡幅工事に伴う東町地内配水管移設工事

公共下水道に伴う仮設配水管布設工事（国衙地内）

●総務部　管財課　０５５－２６２－４１１１（内線　１５２・１５３）◎問合せ先

フィーリング・ジャズ・オーケストラ�プロフィール

昭和39年、5人編成で「ザ・フィーリング」とし
て結成する。昭和44年、メンバーが16人となり、

「フィーリング・ジャズ・オーケストラ」と改め
今日に至る。
定期コンサートでは、高橋達也と東京ユニオ
ン&しばたはつみとのジョイントコンサート、
サーカスや中本マリとのジョイントコンサー
トを実現させた。
平成7年3月18日には、結成30周年を記念し角
田健一ビッグバンド&中島啓江とのジョイン
トコンサートを開催、同年7月30日には長年の
活動とボランティア演奏などが評価され、労
働大臣褒章を受章。
平成14年4月、「第1回武田節全国音楽祭� inや
まなし」で優秀賞、平成15年3月、「第2回山梨
ポピュラー音楽フェスティバル」で最優秀賞
を受賞。
平成16年4月10日の結成40周年コンサートでは、
長年の夢であったマリーンとの共演を実現した。
その他ダンスパーティー、ボランティア、ライ
ブコンサートなど多方面において活動中。

春
日
居
郷
土
館
特
別
展
交
響
詩
「
笛
吹
川
」

『
ふ
る
里
を
う
た
う
人
た
ち
』

笛
吹
市
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

市
内
在
住
者
を
対
象
に
テ
ニ

ス
教
室
（
硬
式
）
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
10
月
16
日
（
月
）
〜
11
月
20

日（
月
）ま
で
の
毎
週
月
曜
日（
計
６
回
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

◎
場
所
　
御
坂
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
笛
吹
市
御
坂

町
尾
山
５
）

◎
対
象
者
　
市
内
在
住
の
社
会
人
（
初
級
者
）

◎
定
員
　
30
人

◎
参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
コ
ー
ト
、
照
明
代
、

ボ
ー
ル
代
等
）

◎
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
等

◎
申
込
方
法
　
10
月
１
日
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。な
お
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
佐
藤
　
☎
０
５
５
―
２
６
４
―
２
７
７
２

　
吉
岡
　
☎
０
５
５
３
―
２
６
―
２
７
５
７

　（
電
話
は
午
後
７
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
）

◎
日
時
　
平
成
18
年
11
月
12
日（
日
）

　
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◎
入
場
料
　
無
料
（
要
整
理
券
）

※
入
場
整
理
券
は
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
曲
目
　
Ａ
列
車
で
行
こ
う
、
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー

ド
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ス
ウ
ィ
ン

グ
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
　
他

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
―
２
６
３
―
７
９
５
９

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ニ
ャ
ン
」
来
月
公
演
!!

　
笛
吹
市
民
劇
団
の
旗

揚
げ
公
演
「
ピ
ア
ニ
ャ

ン
」
。
公
演
が
迫
る
中
、

団
員
た
ち
は
練
習
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い

ネ
。

◎
公
演
日
・
場
所
　

　
★
平
成
18
年
11
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
★
平
成
18
年
12
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

◎
入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
無
料

　
※
各
会
場
で
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
笛
吹
市
卓
球
連
盟
で
は
、
市
内
女
性
在
住
者
・

在
勤
者
を
対
象
に
し
た
第
１
回
笛
吹
市
レ
デ
ィ

ー
ス
卓
球
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
11
月
３
日（
金
）

　
午
後
９
時
…
…
…
開
会
式

　
午
前
９
時
30
分
…
試
合
開
始

◎
会
場
　
笛
吹
市
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

◎
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性（
年
齢
は
不
問
）

◎
参
加
費
　
無
料

◎
試
合
方
法
　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

　
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◎
締
切
り
　
平
成
18
年
10
月
20
日（
金
）

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
３
７

　
望
月
み
紀
恵

　
　
☎
・
℻
０
５
５
―
２
６
２
―
５
３
５
３

―
桑
原
浜
子
・
安
藤
彩
子
卵
殻
モ
ザ
イ
ク
展
―

◎
開
催
期
間
　
平
成
18
年
10
月
17
日（
火
）〜
11
月
19
日（
日
）

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

◎
入
館
料
金
　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
・
中
・
高
校
生
　
１
０
０
円

◎
主
な
展
示
品
　
卵
殻
モ
ザ
イ
ク
画
『
広
瀬
湖
笛
吹
川
源
流
』

　
屏
風
・
陶
器
・
菓
子
皿
・
文
鎮
等

◎
問
合
せ
先
　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３
―
２
６
―
５
１
０
０
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※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、敬老会・
公民館・まつり・老人ホーム・デイサービス施設・病院
等に出向き、年配者の方々にもサービスをさせていた
だいています。ご要望があれば随時出前おはなし会を
行っていますので、下記にお問合せください。

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、ご相談
ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当�雨宮）

●10月12日（木）・26日（木）午前11時～11時30分
おはなし会タンタン

●10月7日（土）午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

おはなし会さかいがわ

●10月14日（土）午後1時30分から
バムケロおはなし会

（土・日曜日に要望があれば随時お話会をしています）
お兄さんのおはなし会

●10月7日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）
　午前10時から

楽しいハロウィンおはなし会

●10月3日（火）・24日（火）午前10時30分から
おはなしのへや�もも（乳幼児向け）

●10月28日（土）午前10時30分から�
おはなしのへや�さくらんぼ

●10月14日（土）午前10時30分から
おりがみを楽しもう!

●10月21日（土）午前10時30分から
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

●10月7日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）
　午前の部11時～11時30分
　午後の部 2時～ 2時30分　��毎週土曜日2回開催

耳をすませばえほん隊

●10月5日（木）・19日（木）午前10時30分から
家族で始めようブックスタート

●10月10日（火）・24日（火）午前11時～11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

おはなし会ぴょんぴょん（今月は第2・4火曜日）

●10月4日（水）　
（あんよ）午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児）
（だっこ）午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児）

おはなしのゆりかご

おはなしのぶらんこ

●10月14日（土）午後2時から
　定員：15人��　　�申込締切：10月11日（水）�
　申込先：一宮図書館

チャレンジ教室

ミニミニおはなし会
●10月1日（日）・8日（日）・22日（日）・29日（日）
　午後2時から

●10月7日（土）午後2時から
楽蔵（映画会・お話・工作）
らく�ぞう

平日…午前10時～午後9時　土・日・祝日…午前9時～午後5時

笛吹市石和図書館
平日・土・日…午前9時30分～午後5時

笛吹市八代図書館

平日…午前10時～午後7時　土・日・祝日…午前10時～午後5時

笛吹市春日居ふるさと図書館

平日・土…午後9時～午後5時

笛吹市境川図書室

平日…午前10時～午後6時　土・日・祝日…午前9時～午後5時

笛吹市御坂図書館

平日（火・木）…午前9時30分～午後7時　平日（水・金）・土・日…午前9時30分～午後5時

笛吹市一宮図書館

笛 吹 市 石 和 図 書 館

笛 吹 市 御 坂 図 書 館

笛 吹 市 一 宮 図 書 館

笛 吹 市 八 代 図 書 館

笛 吹 市 境 川 図 書 室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

2日（月）・10日（火）・16日（月）・23日（月）・30日（月）

4日（水）・11日（水）・14日（土）電気点検・18日（水）・25日（水）・31日（火）

2日（月）・9日（月）・16日（月）～20日（金）蔵書点検・23日（月）・30日（月）

31日（火）

2日（月）・9日（月）・16日（月）・23日（月）・30日（月）・31日（火）

1日（日）・9日（月）・15日（日）・22日（日）・29日（日）

2日（月）・10日（火）・16日（月）・23日（月）・30日（月）・31日（火）

1 0月 の
図書館
休館日

◆笛吹市石和図書館………☎�055－262－5959
◆笛吹市御坂図書館………☎�055－263－0363
◆笛吹市一宮図書館………☎�0553－47－5220

◆笛吹市八代図書館………☎�055－265－4011
◆笛吹市境川図書室………☎�055－266－2014
◆笛吹市春日居ふるさと図書館…☎�0553－26－2283

●�日　時　平成18年10月15日（日）午後1時30分から

●�場　所　笛吹市石和図書館２階�視聴覚ホール（スコレーセンター内）�

●�入場料　無料�

●�内　容　講演会、サイン会

●ハロウィンパーティーおはなし会（タンタン）

　平成18年10月26日（木）
　午前11時から
����������
●秋の音楽おはなし会

　平成18年10月5日（木）
　午前10時30分～11時30分

プロフィール

1945年生まれ。工業デザインの世界から絵本の創作活動に入り、ユニークな作品を和多

く発表、著作は370冊を超え、海外でも17カ国30タイトルの本が出版されている。サンケ

イ児童出版文化賞、ボローニャ国際絵本原画展、東独「世界でも美しい子どもの本」展、

1987年国内造本装丁コンクール等で多くの賞を受賞している。

2000年、自伝的エッセイ「ときどきの少年」（ブロンズ新社）で第22回「路傍の石賞」を受賞。

石和図書館

●朗読会

　平成18年10月29日（日）
　午後1時30分から
　朗読表現なみの会・
　つかさの会の皆さん

御坂図書館

●楽しいハロウィンおはなし会
　（ハロー　エンジョイ　イングリッシュ）

　平成18年10月7日（土）・14日（土）・��
　21日（土）・28日（土）毎週土曜日
　午前10時から

八代図書館

一宮図書館

●ハロウィンさかいがわ

　平成18年10月7日（土）
　午後2時から

境川図書室
●春日居の民話を聞こう!!
　～地域に伝わるこわーい民話やこいのぼりを
　　　　たてないなどのお話を語ります。
　　　　　　　　　　　親子で楽しめる企画もあるよ～

　平成18年10月7日（土）
　午前10時30分～11時30分
　あぐり情報ステーション2階会議室

春日居図書館

●今が楽しい〝紙芝居おばさん〟
　～紙芝居おばさんが三輪バイクに乗ってやってくる！
　　　　　ポップコーンを食べながら紙芝居を楽しみます～

　平成18年10月28日（土）�
　午後2時から
　一宮図書館前入口（雨天の場合は和室）

●10月22日（日）午後1時30分から
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
、
健
康
保

険
に
関
す
る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談

業
務
、
ま
た
厚
生
年
金
保
険
並
び
に
国

民
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
や
受
付
を

行
い
、
事
業
主
や
被
保
険
者
の
方
々
に

便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
18
年
10
月
17
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
…
笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
峡
東
農
務
事
務
所
及
び
笛
吹
市
地
域

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
で
は
、

認
定
農
業
者
や
企
業
的
農
業
経
営
を
目

指
す
方
を
対
象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　
・
簿
記
記
帳
コ
ー
ス（
全
８
回
）

　
　
定
員
25
人

　
・
パ
ソ
コ
ン
簿
記
コ
ー
ス（
全
６
回
）

　
　
午
前
の
部
20
人
・
午
後
の
部
20
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

し
、決
定
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

■
開
催
時
期
…
10
月
〜
２
月

■
場
所
…
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
受
講
料
…
２
０
０
０
円

■
申
込
締
切
…
平
成
18
年
10
月
10
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
峡
東
農
務
事
務
所
農
業
農
村
支
援
課

☎
０
５
５
３
―
２
０
―
２
７
０
７

　
笛
吹
市
下
水
道
の
排
水
施
設
工
事
を

施
工
す
る
指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
者
技
術
者
」
の
資

格
を
有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の

技
術
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

■
試
験
日

　
平
成
18
年
11
月
12
日（
日
）

■
試
験
場
所

　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

下
水
道
課
ま
た
は
各
支
所
下
水
道
担

当
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
受
付
期
限
…
平
成
18
年
10
月
10
日（
火
）

■
講
習
会
…
平
成
18
年
11
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
せ
先

　（
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社

☎
０
５
５
―
２
６
３
―
２
７
３
８

　
山
梨
県
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協
議

会
で
は
、
民
間
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
し
を
設
立
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
不
慮
の
犯
罪
や
事
故
等
に
遭
わ
れ
た

被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の
方
々
が
抱
え

る
悩
み
の
軽
減
や
心
の
ケ
ア
な
ど
被
害

者
支
援
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
平
成
18
年
10
月
２
日（
月
）〜

　
平
成
18
年
11
月
15
日（
水
）

■
応
募
資
格

○
年
齢
25
歳
以
上
の
方
で
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

○
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
方

○
被
害
者
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
と
意
欲
が
あ

る
方

○
電
話
相
談
等
の
経
験
が
あ
る
方

○
相
談
等
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習

得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

○
月
１
〜
２
回
程
度
の
相
談
業
務
に
従

事
で
き
る
方

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課

　
犯
罪
被
害
者
対
策
室
内

　
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
２
１

　
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
制
度
や
内
容
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
技
術
や
キ
ャ
リ

ア
を
活
か
し
て
国
際
協
力
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
赤
社
会
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
…
平
成
18
年
10
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　
平
成
18
年
11
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
赤
社

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
…
平
成
18
年
10
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

■
場
所
…
山
梨
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
…
無
料（
入
退
場
自
由
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
府
市
飯
田
２
―
２
―
３

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
山
梨
デ
ス
ク

☎
０
５
５
―
２
２
８
―
５
４
１
９

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
10

月
か
ら
現
在
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い

る
家
族
、
介
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
を
対
象
に「
家

族
介
護
教
室
」と「
家
族
介
護
者
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
で
役
立
つ
介
護
技
術

や
福
祉
制
度
を
学
ん
だ
り
、
家
庭
で
家

族
等
を
介
護
し
て
い
る
方
々
が
集
ま
り
、

話
や
食
事
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

ま
す
。

　
く
わ
し
い
日
程
等
は
最
寄
り
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

石
和
支
所�

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
１
２
６
７

御
坂
支
所�

☎
０
５
５
―
２
６
３
―
０
８
４
８

一
宮
支
所�

☎
０
５
５
３
―
４
７
―
２
２
８
８

八
代
支
所�

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
２
２
４
０

境
川
支
所�

☎
０
５
５
―
２
６
６
―
５
９
１
１

春
日
居
支
所�

☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
６
６
７

芦
川
支
所�

☎
０
５
５
―
２
９
８
―
２
１
７
０

■
日
時

　
平
成
18
年
10
月
20
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
相
談
内
容

○
障
害
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

○
老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
等
に
関
す
る

こ
と

○
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

○
農
地
の
土
地
問
題
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
こ
と

○
健
康
福
祉
に
関
す
る
こ
と

○
年
金
や
健
康
保
険
・
労
働
災
害
に
関

す
る
こ
と

○
賃
金
不
払
い
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
及
び

解
雇
等
に
関
す
る
こ
と

■
問
合
せ
先

　
社
会
保
険
労
務
士
峡
東
支
部

　
支
部
長
　
辻
　
武
彦

☎
０
５
５
３
―
４
４
―
１
０
８
９

　
行
政
書
士
会
峡
東
支
部

　
支
部
長
　
原
田
正
明

☎
０
５
５
３
―
４
７
―
１
８
７
７

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、

産
技
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
…
平
成
18
年
10
月
22
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
…
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
〜
小
学
生
も
の
づ
く
り
体
験
塾
〜

■
受
付
開
始
…
午
前
９
時

　（
開
会
式
午
前
９
時
30
分
）

■
内
容

①
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
製

②
ひ
か
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ミ
ニ
四
駆

③
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
を
つ
く
っ

て
食
べ
て
み
よ
う

④
パ
ソ
コ
ン
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う

■
参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
リ
モ
コ
ン
ミ
ニ
四
駆

は
８
０
０
円
）

■
申
込
方
法

学
校
を
と
お
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

（
小
学
生
１
年
か
ら
３
年
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
１

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

第
８
回
産
技
祭
開
催

農
業
簿
記
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
「
体
験
談
＆

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す

平
成
18
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験
案
内

笛
吹
市
家
族
介
護
教
室
・
家
族

介
護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

行
政
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
開
催
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（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

峡
東
支
部
で
は
、
不
動
産
に
関
す
る
相

談
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
開
設
日

平
成
18
年
10
月
20
日（
金
）

11
月
20
日（
月
）・
12
月
20
日（
水
）

■
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　（
正
午
〜
午
後
１
時
は
休
み
）

■
場
所
・
問
合
せ
先

　
山
梨
市
中
村
８
３
４
―
５

　
山
梨
法
人
会
館
内

　
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
峡
東
支
部
事
務
所

☎
０
５
５
３
―
２
３
―
１
４
８
１

　
日
本
小
児
科
学
会
で
は
、
講
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
…
平
成
18
年
10
月
22
日（
日
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　
山
梨
大
学
医
学
部
臨
床
大
講
堂

■
対
象
者

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
族
や
保

育
関
係
者

■
参
加
料
…
無
料（
申
し
込
み
は
不
要
）

■
講
演
内
容

①
子
ど
も
の
急
病
〜
家
庭
に
お
け
る

発
熱
・
下
痢
の
対
応
〜

②
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
か

■
問
合
せ
先

　
山
梨
大
学
医
学
部
小
児
科

☎
０
５
５
―
２
７
３
―
９
６
０
６

　
石
和
高
校
で
は
、創
立
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
記
念
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
平
成
18
年
10
月
３
日（
火
）

　
開
演
　
午
後
２
時

　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所

　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

■
内
容

①
松
井
眞
之
指
揮
　
マ
イ
ス
タ
ー
シ

ン
フ
ォ
ニ
カ
に
よ
る
弦
楽
合
奏

②
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
独
奏
　
山
本
英
助

③
テ
ノ
ー
ル
独
唱
　
山
宮
正
浩

■
問
合
せ
先

　
石
和
高
等
学
校
記
念
事
業
事
務
局

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
２
１
３
５

【
大
和
の
森
自
然
観
察
会
】

■
日
時
…
平
成
18
年
10
月
15
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
集
合
場
所
…
大
和
自
然
学
校

■
対
象
…
一
般
、親
子（
定
員
30
人
）

■
参
加
費
…
１
５
０
０
円

【
大
人
の
林
間
学
校
】

■
日
時

　
平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）〜

　
平
成
18
年
10
月
22
日（
日
）

　（
21
日
）午
後
１
時
集
合

　（
22
日
）正
午
解
散

■
集
合
場
所
…
大
和
自
然
学
校

■
対
象
…
一
般（
30
人
）

■
参
加
費

　
１
万
３
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

☎
０
５
５
３
―
４
８
―
２
７
７
９

　
国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
交
通
の
安

全
確
保
と
公
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
関
係
省
庁
及
び
自
動
車
関
係
団

体
の
協
力
を
得
て
、
９
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
の
２
カ
月
間
を
重
点
目
標

と
し
て
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通
事
故

や
公
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
自
動

車
使
用
者
の
自
己
管
理
責
任
に
よ
る
自

動
車
の
適
切
な
維
持
管
理
が
不
可
欠
で

あ
り
、
自
動
車
使
用
者
の
保
守
管
理
意

識
を
さ
ら
に
高
揚
し
、
適
切
な
点
検
・
整

備
の
実
施
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
点
検
・
整
備
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
関
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―
２
６
１
―
０
８
８
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不
動
産
無
料
相
談
所
開
設

善
意
の
ご
寄
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岩
間
　
住
子
　
様

　（
石
和
町
川
中
島
）

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」を

実
施
し
て
い
ま
す

子
ど
も
の
健
康
週
間
講
演
会
の

お
知
ら
せ

県
立
石
和
高
等
学
校
創
立

１
１
０
周
年
記
念
音
楽
祭

大
和
自
然
悠
々
自
然
塾

～ITやアイデアを活かして、会社を変えよう!～

　情報化の進展、少子高齢化等、経済構造が変化する中で、中小企業も従来のままの取り組みのみでは生き残
ることが難しくなっており、経営革新により新たな事業展開を行っていくことが不可欠になっています。
　そこで、既に事業を営んでいる経営者や若手後継者などを対象に、新事業展開を行うための経営戦略、組織
マネージメント等の知識・ノウハウの体得を支援するため実施します。

■日程　平成18年10月17日（火）～11月28日（火）
　　　　（全10コース）
■時間　午後６時30分～９時（全日程同じ）
■会場　笛吹市商工会　２階研修室
■対象者�

すでに事業を営んでいる中小企業の経営者、若手後
継者、経営幹部の方など

■受講料
5,000円（消費税・テキスト代込。申込受付後に振込
口座をお知らせします）

■定員　
30人（申込受付後に確認の連絡をさせていただき
ます）

■申込方法　笛吹市商工会に電話でお申込みください。

■内容

開催日 テーマ 内　容 講　師

10月17日（火）
経営革新の必要性と
成功への道標

・経営革新とは何か　　・企業を変える革新の視点
・今求められる経営者の特性

南　勇�氏�（資）136中小企業診断士�代表
中小企業診断士

11月 2日（木）
経営革新につながる
アイデア発想法

・事例から学ぶアイデア開発のコツ　・どうしたらアイデア
が出せるか　・アイデアを財産に会社を伸ばす

中野勝征�氏　（社）発明学会�会長
「発明ライブ」編集長

10月26日（木） 経営分析①
・経営環境を知る　　・自社の強み、弱みを知る
・経営資源（人、組織、商品等）の見直し

南　勇�氏�（資）136中小企業診断士�代表
中小企業診断士

11月28日（火） プラス思考の習慣成功法
・「できる」と自己暗示する習慣
・行き詰まりは進歩発展の前ぶれと思う習慣

阿奈靖雄�氏�㈱クリエイトANA�代表
心理カウンセラー

10月24日（火）
～IT導入～
ITを活用した経営革新策②

・ブログ、ネットショップの活用
・検索にヒットするためには　　・Web活用成功事例紹介

10月20日（金）
～IT導入～
ITを活用した経営革新策①

・どのようなITツールがあるのか　・会社のIT投資について
考える　・ITを導入することでできる業務改革 吉田喜彦�氏

（有）教材ドットコム�代表
立教大学非常勤講師

11月24日（金） ビジネスプラン③
・作成した経営革新プランの概要を発表
・講師によるプランのアドバイス

11月14日（火） ビジネスプラン②
・成功へのアクションプランづくり
・数値評価づくり

11月 9日（木） ビジネスプラン①
・戦略推進のための基本テーマ設定　・戦略推進のための具
体的施策展開　・成功へのロードマップづくり

11月 7日（火） 経営分析②
・数字が表わす自社の姿　　・数字の意味とその見方
・経営分析の手法とその活用法

南　勇�氏
（資）136中小企業診断士�代表
中小企業診断士

■申込・問合せ先　笛吹市石和町市部467-1　笛吹市商工会　055－263－7811（担当　秋山）

■問合せ先　アブリオ企画運営委員会　委員長　島津庄一郎　090－1603－5324

★熱気球搭乗体験（当日先着50人）
　午前11時～午後4時　農村スポーツ広場
★記念講演「観光開発のムーブメント」
　講師：観光カリスマ　若松進一氏
　午後1時～2時30分　スコレーセンター集会室
★パネルディスカッション「笛吹市未来予想図」
　午後2時45分～4時　スコレーセンター集会室

・パネラー
国土交通省「観光カリスマ百選」若松進一氏
渋川市役所町づくり制作室　関　靖氏
笛吹市長　荻野正直氏
笛吹青年会議所理事長　内藤秀人氏

・コーディネーター
　　国土交通省「観光カリスマ百選」舩木上次氏

内　容

日　　時　平成18年10月15日（日）午前11時～午後4時
開催場所　笛吹市スコレーセンター
入� 場� 料　無料
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御坂天雷太鼓＆子ども組の演奏

みさか納涼まつり（射的）

春日居納涼盆おどり大会（春日居中吹奏楽演奏）

坊ケ峯ふるさと祭り
（カラオケ大会）

若彦路ふるさと納涼祭り
(すいか割り）

赤々と燃える
大文字

練り歩く八幡みこし 園芸高校すいれき太鼓の演奏

甲斐いちのみや桃源太鼓の演奏

さかなのつかみどり

　笛吹市の夏を彩る「笛吹市夏まつり」。今年は、7
月17日から8月21日にかけて各地で開催されました。
　鵜飼いと連夜花火に始まり、お盆の送り火であ
る甲斐いちのみや大文字焼きや夏まつりのフィナ
ーレを飾る石和温泉花火大会などが行われました。
　そんな夏まつりをカメラで追ってみました。

9,000発の花火が打ち上げられ
夏の夜空を彩った
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※合併に伴う増加分を含む

H18.9.1現在（　）は前月比

世帯数　26,041世帯（＋15）

男�35,294人（−23）　女�37,570人（−7）

人　口　72,864人（−30）

DATA�FUEFUKI

　市民の方に質の高い芸術・文化に触れる機会を提供することや地域固有の芸術・文化の創造の

ための事業や人材育成を進めることを目的に彫刻6基を展示しました。場所は石和温泉駅前公園

に4基、国道411号線と県道石和駅前線の交差点にあるポケットパークに2基設置しました。

　展示期間は、平成18年8月1日から平成19年7月31日までの1年間を予定しています。

題名「山・MOUNTAIN」�作者：広井�力�氏

題名「Twin」�作者：小林�泰彦�氏 題名「ピラミッドのある風景」�作者：井上�公雄�氏

題名「垂直にのびる負の円柱」�作者：三浦�昌秀�氏� 題名「再　生」　　作者：上田�快�氏�
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